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　「良かったら、座りますか？」
　マタニティマークを付けていた私は、そう声をかけられ
たことに最初は気づかなかった。旦那に言われて、やっ
と気づいたくらいだった。妊娠して初めて席を譲っても
らった私は、内心びっくりしながらも席に座った。私は嬉
しくて、電車を降りるときにもその男性に、お礼を伝えた
記憶がある。本当にありがたかった。
　初めての妊娠だった。赤ちゃんはあたりまえのように生
まれてきてくれると、そう思っていた。しかし、妊娠７週
ごろに稽

けい

留
りゅう

流産という診断を受けた。私は、マタニティ
マークをカバンから外した。その時にふと、あの電車で
のことを思い出した。なんだか席を譲ってくれた方に申し
訳ない、とさえ思った。
　しかし、今は思う。たとえその短い時間、ほんの数秒
の安心だったかもしれない。それでもその男性は、私の
おなかの中に確かに生きていた小さな命を守ってくれた
のだと。儚い命だったかもしれないが、電車に乗ってい
た数区間、命を守ってくれたのだと思っている。
　命は儚いから尊い。思いやりは温かく心にしみる。小
さな親切が、時に大きな安心と幸せな気持ちにさせてく
れることを、その男性から教わった。親切という名の心
遣いは、大げさかもしれないが時に小さな命を救うのだと。
赤ちゃんはもう、私のおなかの中にはいないけれど、そ
の瞬間でも守ってくれた男性に感謝をしている。その方
に小さな幸せや、あったかい何かが降り注いでくれること
を私は祈っている。
　「ありがとう。」そう言葉にして伝えられることは、もうな
いかもしれない。
　しかし今度は、私の感謝の気持ちが、小さな親切とし
てその男性に届いてくれるといいなと思う。
　親切は伝わるものと、相手には届かないものもあるかも
しれない。けれど、その相手を思う気持ちこそが親切と
いうものなのかもしれない。小さな親切が、小さな命をつ
ないでくれたストーリーが、今の私を温かい気持ちにさせ
てくれている。小さな親切はときに、命を守る大きな愛に
変わるのかもしれない。

◦
地
域
に
拡
が
る
あ
い
さ
つ
の
輪

　
︿
奈
良
学
園
前
・
鶴
舞
地
区
﹀

　

奈
良
市
に
あ
る
同
地
区
は
、
大
阪
市
内

へ
の
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
や
住
み
や
す
さ
で

人
気
の
住
宅
街
で
す
が
、
自
治
会
役
員
の

皆
さ
ん
は
、
近
頃
、
ご
近
所
さ
ん
同
士
の

つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が

気
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
住
民

同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
よ
う

と
あ
い
さ
つ
運
動
を
始
め
る
こ
と
を
決
定

し
、
奈
良
県
本
部
（
事
務
局
：
南
都
銀
行
）

よ
り
、「
み
ん
な
つ
な
が
ろ
、
ト
モ
ダ
チ
作

戦
」
の
活
動
グ
ッ
ズ
を
提
供
し
ま
し
た
。

　

11
月
16
日（
月
）、
第
一
回
目
の
あ
い
さ

つ
運
動
を
実
施
。
自
治
会
の
取
り
組
み
に

は
、
近
隣
の
学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、地
域
団
体
も

賛
同
し
、
今
後
連
携
し
た
活
動
も
行
う
予

定
で
す
。
大
人
も
子
供
も
、
地
域
み
ん
な
が

あ
い
さ
つ
を
か
わ
す
街
を
目
指
し
ま
す
。

　
︿
さ
い
た
ま
市
立
徳
力
小
学
校
﹀

　

来
年
度
よ
り
、
保
護
者
や
地
域
住
民
の

声
を
反
映
さ
せ
、
地
域
ぐ
る
み
で
学
校
運

営
に
取
り
組
む
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
（
学
校
運
営
協
議
会
制
度
）」
実
施
校
と

な
る
同
校
で
は
、「
も
っ
と
あ
い
さ
つ
の
で

き
る
子
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
地
域

住
民
の
声
を
受
け
、
あ
い
さ
つ
運
動
を
ス

タ
ー
ト
。

　

運
動
本
部
よ
り
提
供
し
た
の
ぼ
り
や
た

す
き
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
も
着
用
し
、

登
下
校
の
見
守
り
活

動
に
も
活
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
近

く
の
商
店
の
入
り
口

に
の
ぼ
り
を
設
置
し

た
と
こ
ろ
、
子
ど
も

た
ち
の
間
で
さ
っ
そ

く
話
題
に
。
お
そ
ろ

愛媛発
「シトラスリボンプロジェクト」を

知っていますか

い
の
活
動
グ
ッ
ズ
は
、
親
近
感
を
高
め
て

く
れ
る
と
好
評
で
す
。

◦
ご
み
拾
い
で
地
域
に
一
役

　

㈲
濵
野
工
業
（
福
井
県
敦
賀
市
）
で

働
く
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
技
能
実
習
生
９
名
は
、

地
元
の
名
勝
「
気け

比ひ

の
松
原
」
周
辺
の
ご

み
拾
い
を
毎
月
２
回
行
っ
て
い
ま
す
。
海

岸
は
冬
の
間
に
漂
着
ご
み
で
汚
れ
て
し
ま

う
た
め
、
同
社
濵
野
美
紀
夫
社
長
が
「
地

域
の
役
に
立
ち
、
日
本
に
な
じ
ん
で
ほ
し

い
」
と
ご
み
拾
い
を
提
案
し
、
６
月
か
ら

始
め
ま
し
た
。

　

11
月
12
日
（
木
）、
敦
賀
支
部
（
事
務

局
：
市
教
育
委
員
会
）
で
は
表
彰
式
を
行

い
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
ら
の
活
動
を
称
え
「
小

さ
な
親
切
」
実
行
章
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

各
地
の
活
動
レ
ポ
ー
ト

「ただいま」「おかえり」をかわせるまちに

実
習
生
た
ち
は
、「
帰
国
し
た
ら
必
ず
届
け

ま
す
」
と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

◦
小
児
が
ん
の
子
ど
も
た
ち
を
応
援

　

小
児
が
ん
患
者
の
支
援

活
動
を
し
て
い
る
シ
ャ
ン

ソ
ン
歌
手
の
清
水
康
子
さ

ん
は
、12
月
23
日（
水
）、毎

日
ホ
ー
ル
（
東
京
）
で

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を

受
け
、
残
念
な
が
ら
歌
や

楽
器
演
奏
が
急
遽
中
止
と

いのちをつなぐ思いやり
茨城県　大森典子

おとなの作文

な
り
ま
し
た
が
、（
公
財
）が
ん
の
子
ど
も
を

守
る
会
・
近
藤
博
子
副
理
事
長
、
細
谷
亮

太
医
師
（
聖
路
加
国
際
病
院
特
別
顧
問
）

が
、
同
会
の
仕
事
や

小
児
が
ん
に
つ
い
て

の
講
話
を
行
い
、
病

気
に
つ
い
て
の
理
解

や
協
力
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

　

過
去
に
「
小
さ
な

親
切
」
実
行
章
を
受

け
、「
と
て
も
励
み

に
な
っ
た
」
と
い
う

清
水
さ
ん
は
、
長
年
に
亘
っ
て
活
動
を
支

え
る
出
演
者
や
ス
タ
ッ
フ
ら
に
感
謝
を
伝

え
た
い
と
、
コ
ン
サ
ー
ト
終
了
後
に
実
行

章
贈
呈
式
を
開
催
し
、
運
動
本
部
・
鈴
木

恒
夫
代
表
よ
り
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　

受
章
者
の
皆
さ
ん
は
「
改
め
て
活
動
が

評
価
さ
れ
て
嬉
し
い
」
と
、
賞
状
を
手
に

笑
顔
で
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

◦
お
知
ら
せ

　

次
号
（
２
０
２
１
年
度
春
号
）
よ
り
、
本

誌
は
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
ペ
ー
ジ
に
な
り
ま
す
。

各
地
の
活
動
や
心
温
ま
る
話
題
を
お
届
け

し
、
よ
り
魅
力
あ
る
誌
面
に
い
た
し
ま
す

通勤・通学の皆さまに元気にあいさつ（奈良学園前・鶴舞地区）

商店へのぼり旗を設置（さいたま市立徳力小学校）出演者やスタッフへ実行章贈呈

ま
た
、
地
域
を
き
れ
い
に
し
て
く
れ
た
お

礼
に
と
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
子
ど
も
た
ち
の

た
め
関
係
団
体
か
ら
募
っ
た
文
具
を
寄
贈
。

　巻頭ページに掲載した和田耕治先生のインタ

ビューでは、新型コロナウイルスについての正しい

知識を持ち、感染者が元の生活に戻れるような気

遣いや思いやりを持つことが、結果的に感染拡大

を防ぐことに繋がると話してくださいました。

　「シトラスリボンプロジェクト」は、愛媛県の有志

が発案し、コロナ禍の偏見をなくそうと、愛媛特産

の柑橘にちなみ、シトラス色のリボンや専用ロゴを

身につけて、「ただいま」「おかえり」の気持ちを表

す活動。たとえ感染した方がいても、温かく迎え入

れ、誰もが安心して暮らせるまちづくりを目指してい

ます。思いやりの心を

表す活動、とても素敵

ですね。賛同の輪は、

全国に広がっています。
読者
の声

今こそ心のオアシス「小さな親切」運動の渇望さ　れる時代はありません。老若男女、国籍を問わず

奮起しましょう。老躯にむち打ち、命のある限り　頑張りたいと存じます。 （東京都 会員　三浦和彦）

ミャンマーの子どもたちへ贈る文具（左）

シトラスリボンプロジェクト：
https://citrus-ribbon.com/

の
で
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

【
寄
附
金
ご
芳
名
】

（
２
０
２
０
年
９
月
～
11
月
末
／
敬
称
略
・

順
不
同
）

東
京
都　

横
山
惠
子
／
宮
崎
県　

尾
割
利
秋

【
お
悔
や
み
】

　

令
和
２
年
11
月
４
日
、
岐
阜
県

本
部　

土
屋
嶢
代
表
（
大
垣
共
立

銀
行
代
表
取
締
役
会
長
）
が
ご
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
お
悔
や

み
申
し
上
げ
ま
す
。


